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話
題

ま
ち
の

まちの話題

さわりんと一緒に
記念撮影

リアカーに乗せて
運ぶようす

出発式を盛り上げる
園児のダンス

簡易タンカに
乗るようす

パネリスト（左から上里氏、高良氏、萩尾氏、
上江洲氏、上間町長）

當眞さん

未
来
を
担
う
若
者
を

支
援

募
金
を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
へ
の
接
続
を

尚
円
王
と

わ
が
ま
ち
西
原
町

産
学
官
連
携
１
周
年
講
演

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て

珍
し
い
！ 

双
子
の
誕
生

防
災
は

日
頃
の
訓
練
か
ら

丸
正
印
刷（
株
）（
与よ

な

は

那
覇
正ま
さ
あ
き明
代
表
取

締
役
社
長
）か
ら
、
10
月
1
日
に
西
原
町

人
材
育
成
会（
会
長
：
上
間
明
町
長
）へ

１
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

上
間
町
長
は「
西
原
町
の
人
材
育
成
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
」と
述
べ
ま
し
た
。

寄
付
金
贈
呈
式
は
、
丸
正
印
刷
の
創
立

49
周
年
を
記
念
す
る
祝
賀
会
の
な
か
で
、

多
く
の
従
業
員
が
見
守
る
な
か
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
社
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
も
人
材
育
成

会
に
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
民
に
募
金
活
動
の
理
解
を
促
す
目
的

で
、
平
成
27
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
出
発
式（
主
催
：
沖
縄
県
共
同
募
金
会

西
原
町
共
同
募
金
委
員
会
、
会
長
：
新あ

ら
か
わ川

善よ
し
あ
き昭
）が
10
月
１
日
に
サ
ン
エ
ー
西
原
シ

テ
ィ
特
設
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
共

同
募
金
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

新
川
会
長
は「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
募
金
の
目
標
達
成
に
向
け
、

ご
支
援
お
願
い
し
ま
す
」と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
出
発
式
後
に
は
サ
ン
エ
ー
西
原
シ
テ
ィ

の
出
入
口
3
か
所
に
分
か
れ
、
募
金
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
9
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に
ち

な
み
、
下
水
道
事
業
に
対
す
る
理
解
の
高

揚
と
接
続
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
9
月
4
日
に
車
両
広
報
パ
レ
ー
ド

（
主
催
：
中
城
湾
南
部
流
域
下
水
道
促

進
協
議
会
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
城
市
を

出
発
し
、
西
原
町
役
場
な
ど
で
中
継
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
隊
を
受
け
入
れ
た
上
間
明
町

長
は「
河
川
や
海
の
環
境
を
守
る
た
め
、
下

水
道
の
整
備
が
必
要
で
す
。
補
助
金
制
度
の

利
用
促
進
を
図
り
な
が
ら
、接
続
率
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
参
加
者
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

尚
円
王
生
誕
６
０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
尚
円
王
と
わ
が
ま
ち
西
原
町
」
が
、

9
月
27
日
に
さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
當と

う

眞ま

嗣し

一い
ち
さ
ん（
沖
縄
考

古
学
会
副
会
長
）に
よ
る
講
演
後
、
當
眞
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ
リ
ス

ト
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
尚
円
王
に
関
す
る
町
民
講
座
の
講
師

を
務
め
た
4
氏
と
上
間
明
町
長
が
パ
ネ
リ

ス
ト
を
務
め
、
尚
円
王
の
人
物
像
、
歴
史
的

背
景
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
来
場
者
か
ら
皮ひ

弁べ
ん

冠か
ん

（
王
冠
）の
復
元
の
プ
ロ
セ
ス
、
尚
円
王
を

朝
ド
ラ
の
企
画
に
で
き
な
い
か
な
ど
の
質

問
や
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

産
学
官
包
括
連
携
協
定
締
結
１
周
年

記
念
講
演
会（
主
催
：
西
原
町
、
琉
球
大
学
、

西
原
町
商
工
会
）が
9
月
13
日
、
さ
わ
ふ
じ

未
来
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

川か
わ
し
ま嶋
辰た
つ
ひ
こ彦
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

草
の
根

国
際
協
力
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

理
事
長
）が

講
師
を
務
め「
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
役
割
」の
テ
ー
マ

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
川
嶋
さ
ん
は
、「
産

学
官
包
括
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
各
団
体
が

知
恵
、
知
識
と
経
験
、
合
理
性
と
感
性
を
提

供
、
共
有
し
な
が
ら
協
力
し
合
う
こ
と
、
そ

し
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
わ
り
や
支
え

が
必
要
で
す
」と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

9
月
21
日
か
ら
9
月
30
日
の
日
程
で
実

施
さ
れ
た
、
平
成
27
年
度
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
の
出
発
式（
主
催
：
西
原
町
交

通
安
全
推
進
協
議
会
、
会
長
：
上
間
明

町
長
）が
9
月
15
日
に
西
原
町
役
場
の
町

民
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
ふ
じ

保
育
園
の
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
さ
わ
り

ん
登
場
で
、
出
発
式
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

上
間
町
長
は「
街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
浸
透
、
飲
酒
運
転
防

止
な
ど
交
通
事
故
防
止
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

宮み
や

城ぎ

正ま
さ
の
ぶ信
さ
ん（
小
橋
川
）の
牛
舎
で

９
月
３
日
に
、
双
子
の
牛
が
産
ま
れ
ま
し

た
。
二
頭
は
元
気
な
雄
牛
で
す
。
父
牛
で
あ

る「
美み

津つ

照て
る
し
げ重
」の
名
前
か
ら「
美み

津つ

一い
ち
ろ
う郎
」・

「
美み

津つ

二じ

郎ろ
う

」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
母

牛
に
べ
っ
た
り
く
っ
つ
い
て
い
る
子
牛
の
姿

は
と
て
も
愛
ら
し
く
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

宮
城
さ
ん
は「
双
子
の
牛
が
産
ま
れ
た
の

は
、
祖
父
の
時
代
か
ら
数
え
て
も
30
年
ぶ

り
の
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
の
牛
も
食
欲
が
あ

り
、
朝
と
昼
と
夜
に
欠
か
さ
ず
ミ
ル
ク
を
あ

げ
て
い
ま
す
。今
後
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

西
原
台
団
地
自
主
防
災
会
防
災
訓
練

（
主
催
：
西
原
台
団
地
自
主
防
災
会
、

会
長
：
波な

み
ひ
ら平
常つ
ね
の
り則
）が
9
月
19
日
に
西
原

台
団
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
１
１
０

名
の
方
が
参
加
し
、
救
出
救
護
訓
練
や
避

難
誘
導
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
情
報
伝

達
訓
練
、
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
避
難
す
る
際
に
無
事
を
報
告

す
る
た
め
黄
色
の
布
を
門
や
ド
ア
に
結
ん
で

い
ま
し
た
。
波
平
会
長
は「
地
域
住
民
の
防

災
意
識
向
上
を
目
的
と
し
て
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
災
害
時
に
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
日
頃

か
ら
訓
練
し
ま
し
ょ
う
」と
参
加
者
に
述
べ

て
い
ま
し
た
。

写真右：与那覇社長募金を行う新川会長（写真左）

講師の川嶋さん

西原町での中継式のようす

母牛と双子の牛


